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第１４６回くらしの植物苑観察会 ２０１１年５月２８日（土） 

関東平野の里山の生い立ち 

辻 誠一郎（東京大学・大学院新領域創成科学研究科） 

 

里山とは何だろう 

 関東平野とはどのようなところなのでしょうか。広大な関東平野には、山地から平地へ

と移り変わるところに流域の段丘や扇状地という地形があり、続いて丘陵や台地という地

形がかなり広い範囲を占めており、それらを刻みこんだ谷の中に低地がり、さらに下流域

へくればだだっ広い低地があります。とくに丘陵から台地、そして低地の二つの地形景観

が関東平野を特徴づけているといってもいいかも知れません。このような景観を遠目で眺

めてみると、一軒一軒の屋敷とそれらが集まった集落を確かめることができ、必ずといっ

ていいくらいに屋敷ごとに林があり、集落ごとにも林があり、それぞれがはっきり区別で

きることもあれば、連綿としていることもあるのに気づくのです。屋敷の周辺には、田や

畑が取り巻いているのがふつうです。 

 屋敷にはそれを取り巻く林があり、屋敷が集まっている集落にもこんもりとした林があ

り、それらを田や畑が取り巻いているという景観、これこそが里山といわれてきたもので

す。里山は、人が自然と深くかかわりあってできたものといわれることが多いのですが、

関東平野の場合、そのような捉え方は正しくないでしょう。歴史的に見てみると、山地の

森林地帯を別とすれば、平野の里山はほぼすべて人が作り上げ、歴史の経過とともに作り

変えられてきたものといえるでしょう。よくいわれる原生林だとか、天然林というものは

存在しないでしょう。さかのぼれば縄文時代には、自然環境の変化に対応してできた生態

系は大きく改変され、弥生時代から古代にかけて、中世から近世にかけて、そして近代に

入って、人の生活のために大きく作り変えられた生態系は、いくつかの大きく作り変えら

れる時代を経て、段階的に変わってきたものなのです。 

 そのように見ると、里山とはこうあるべきだとは簡単にいえないのです。柳田国男は、

景観とは歴史的に変わっていくものだといっていますが、まさにその通りです。人の生活

の仕方が変われば、里山もまた変わっていくものなのです。ですから、20 世紀という科学

の時代において私たちは燃料などあらゆるエネルギーを科学技術によって生み出すことに

重点をおいてきましたが、これを自然が作り出すエネルギー、つまり太陽と大気と水が作

り出すエネルギーをモッタイナイというそれぞれの気持ちで使わせてもらう環境の時代に

変えていくならば、当然のこととして里山の景観は大きく変わることになるでしょう。 

 里山が何であるかは、私たちの生活の仕方がどうでるかによって変わるものだといって

もいいのではないでしょうか。生物学的に貴重な生物多様性が認められるところだといっ

ても、それは人が森林を切り開いたり、低地に森林があったところを水田にしたりして、

自然を大きく作り変えてきた結果であって、別のいいかたをすれば、自然破壊や開発とい
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う行為によって生まれてきたものなのです。関東平野の里山を考えるには、そこで生活し

た人々の生活の歴史を、まず考えなければならないでしょう。そして、これからのわたし

たちの生活の仕方によって、里山はどのようにでも変わるものと捉えなければならないで

しょう。 

 関東平野の里山を作っている要素である「平地林」や「屋敷林」、「並木」や「雑木林」

と表現されてきた林のことを中心にして、里山のことを皆さんと考えてみたいと思います。

昨年の 6 月の観察会は梅雨の真っ盛りでした。そのときは農事と植物のことをお話しまし

たが、くらしの植物苑内にもある下記の植物にも触れてみたいと思い、昨年の記事を一部

ですが再録しておきます。これらのほかに、青花や紅花も見てみたいと思います。 

 

卯の花・空木、ウツギ 

 佐々木信綱の作詞した「夏は来ぬ」の歌詞「卯の花の匂う垣根に、時鳥早も来鳴きて、

忍音もらす夏は来ぬ」は私も小学生のころ、そのすがすがしさのためかとても好きだった

歌の一つです。この卯の花の垣根は、関東平野でも群馬など郊外に出掛けてみるとしばし

ば屋敷の境界や畑の境界にぽつりぽつりと見かけることがあり、今も生き続けているので

す。私は、境界を明示するだけでなく、邪悪なものが侵入してこないためのもの、つまり

卯の花に邪気を追い払うパワーがあると考えられたからと考えています。この頃は、田植

シーズンで、すでに田植が終わって苗も大きくなろうかという時期ですが、水田の水口に

卯の花の白い花々の着いた枝を何本も突き刺している光景を見たことがあります。卯の花

は、ちょうどこの頃、真っ白な花々が枝に密生していて、それがあたかも収穫期の枝もた

わわに実った稲の穂に見えるのです。 

 

半夏生と毒溜、ハンゲショウとドクダミ 

 ドクダミを毒溜と書いたのは私なりの解釈によりますが、群生していることが多く、し

かもそばに寄るだけで毒々しい香りを放っているからですが、このように考えている人も

かなりいるようです。それでも毒溜は、けっして嫌われ者であるわけではなく、刈り取ら

れて軒下に吊るされている様子はしばしば目撃するところです。これは民間薬として古く

から用いられてきたと考えられる毒溜茶をこしらえるためです。梅雨の頃の農家の作業で

もあるのです。半夏生は農事暦にも組み込まれた「半夏生ず」に深くかかわってきた植物

で、花に近い２ないし３枚の葉が葉緑素を失って部分的に白くなることから半化粧などと

表現されたりしてきました。 
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次回予告 第１４７回くらしの植物苑観察会  ２０１１年６月２５日（土）   

「くらしの中の植物」天野 誠（千葉県立中央博物館） 

１３：３０～１５：３０（予定）  苑内休憩所集合 申込不要  




